
タイトル：平成 26（2014）年度 教育セミナー（第 10 回） 

日時：平成 26 年 9 月 20 日（土）～23 日（火・祝） 

場所：東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究 3 階 マルチメディア会議室（304） 

 

「モンゴル時代イランにおける地方政権の役割 

 ― モンゴル政権とケルマーン・カラキタイ朝の関わりを中心に」 

金谷 真綾（東京大学大学院人文社会系研究科アジア文化研究専攻 アジア史専門分野） 

 

 中東☆イスラーム教育セミナーのことを初めて知った学部生の時から、修士に入ったらこのセミナーに

参加しようと楽しみにしていた。しかし、まさかそこで自分が発表することになるとまでは、その時は考え

ていなかったと思う。 

 発表すると決意してからは、研究のことで頭がいっぱいな日々であった。様々な分野を専門とする人

の前で発表するのは初めてで、「どうしたら自分の研究をちゃんと伝えられるだろうか…」と自問自答した

り、史料を読んでも思ったような結果を見出せず、悶々としたりもした。そして、不安と緊張を抱えながら

のセミナー初日。早速トルコのポスト・イスラム主義についての講義から始まり、自己紹介を終えたらすぐ

に受講生の発表と二つ目の講義と、初日から盛りだくさんかつハイレベルな講義と発表であった。聞い

ている受講生からも積極的に質問があり、意見をなかなか出すことができなかった自分は、勉強不足を

痛感した。続く二日目も、講義や発表へは鋭い指摘や他分野からの知見などが挙げられ、歴史学や中

東という地域を超えた知識を得ることが出来た。また、受講生同士の交流も、日に日に深まっていったよ

うに思う。研究を志す同世代の他大の方々や、多分野の先生方のお話を聞くことはとても新鮮であった。

お互いの研究の事や共通の話題を通して打ち解けたことで、最初にあった緊張や不安は、徐々にほぐ

れていったように感じた。 

 とうとう迎えた三日目の発表当日。自身の発表は、モンゴル時代イランにおける地方政権の役割を、モ

ンゴル政権とケルマーン・カラキタイ朝の君主との関わりから考察することを試みた。が、発表を終えて得

た教訓はまさに「生兵法は怪我のもと」であった。他分野の用語の使い方や自分の考えの甘さ、方向性

の揺らぎから、たくさんのご指摘を受けた。一方で、新しい解釈やヒントも得た。今までは「モンゴル・イラ

ン」という枠組みで見ていたが、トルコ系王朝という要素を含めた「モンゴル・トルコ・イラン」という三層で

見ていく必要であるというご指摘は、私自身、今後の研究の方向性を考える上で、非常に重要なキーワ

ードとなると感じた。今後の課題や反省点は多くあるものの、今回の発表によって、多くの人に自分の目

指す歴史研究を伝えることができたのは、今後の大きな糧となった。また、少しでも研究の面白さも伝え

られていれば、嬉しい限りである。 

 このセミナーでは、四日間という短い期間ながら、予想していた以上の新しい知見と、人とのつながり

を得ることが出来た。勇気を出して一歩踏み出すことの大事さを、改めて感じた次第である。それはまさ

に、ご多忙の中このセミナーを運営してくださった先生方、スタッフの方々の皆さんのおかげである。こ

のような素晴らしい機会を与えてくださったこと、あたたかな雰囲気で我々受講生を迎えてくださった皆

様に、心から感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 


